
6まちの足あと［次へ］［前へ］7 まちの足あと

防
火
へ
の
誓
い
を
新
た
に

厚
岸
消
防
団
が
出
初
め
式

　

1
月
6
日
、
厚
岸
消
防
団
（
黒
部
義
明

団
長
）
の
出
初
め
式
が
厚
岸
消
防
署
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
正
装
を
し
た
消
防
団
員
が

分
団
ご
と
に
整
列
し
、
釧
路
東
部
消
防
組

合
管
理
者
の
若
狹
靖
町
長
ら
の
点
検
を
受

け
た
後
、
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
消
防
庁
舎
内
で
功
労
者
や
永
年

勤
続
者
が
表
彰
さ
れ
、
団
員
ら
は
防
火
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
作
り
に
挑
戦

子
供
技
能
木
工
ふ
れ
あ
い
教
室

　

1
月
14
日
、
厚
岸
地
方
技
能
士
会
（
成

澤
正
光
会
長
）
主
催
に
よ
る
『
第
7
回
子

供
技
能
木
工
ふ
れ
あ
い
教
室
』
が
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学

4
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
41
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
供
た
ち
に
木
工
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
冬
休
み
の

時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
は
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
作
り
に
挑
戦
。

技
能
士
会
の
メ
ン
バ
ー
25
人
が
指
導
に
あ

た
り
、
道
具
の
使
い
方
や
難
し
い
作
業
を

手
伝
っ
た
り
し
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
昨
年
も
参
加
し
た

児
童
も
い
て
「
去
年
は
折
り
た
た
み
イ
ス

を
作
っ
た
の
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
完
成
が
楽

し
み
で
す
」
と
木
工
の
楽
し
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

みんなで楽しく
餅つき大会
　1月10日、社会福祉センターで『レ
スパイトサービス～雪遊びと餅つき
大会』が行われました。このレスパ
イト事業は、あっけしサポートネッ
トのびのび（堤美津子会長）の主催で
行っているもので、何らかのハンデ
ィがある子どもを一時的に預かるこ
とで、家族の心身の疲れを癒し、一
息つけるように援助する活動です。
　この日はボランティアのスタッフ
を含め約50人が参加し、外で遊んだ
り、餅つき大会を行いました。
　餅つき大会では、「もちつき　ぺ
ったん　ぺったんこ～！」とみんな
で声を掛け合いながら順番に餅をつ
きました。厚岸潮見高校ボランティ
ア部の生徒の中には「餅つきをした
のは子どもの時以来なので楽しいで
す」と笑顔で話していました。
　昼食は、つきたての餅が入った雑
煮やお汁粉を食べ、みんなで楽しい
1日を過ごしました。
　 

　

1
月
7
日
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
地
方

卸
売
市
場
で
初
競
り
が
行
わ
れ
、
漁
業
関

係
者
や
買
い
受
け
人
、
市
場
職
員
な
ど
約

1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

厚
岸
漁
業
協
同
組
合
の
川
崎
一
好

　
　

組
合
長
は
「
水
産
業
界
を
取
り
巻
く

　
　

情
勢
は
厳
し
い
が
、
今
年
も
引
き
続

　
　

き
安
心
・
安
全
・
新
鮮
で
お
い
し
い

　
　

水
産
物
を
全
国
に
発
信
し
、
産
地
市

　
　

場
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き

　
　

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
厚
岸
水
産

　
　

物
買
受
人
組
合
の
竹
中
和
敏
組
合
長

　
　

は
「
厳
し
い
経
済
情
勢
だ
が
、
ピ
ン

　
　

チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

　
　

ジ
を
生
む
」
と
述
べ
、
参
加
者
は
豊

　
　

漁
や
安
全
操
業
な
ど
を
祈
願
し
た
後
、

　
　

全
員
で
今
年
1
年
の
活
況
を
願
い
三

　
　

本
締
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
後
、
今
年
最
初
の
競
り
が
行

　
　

わ
れ
、
カ
キ
や
ア
サ
リ
な
ど
が
威
勢

　
　

の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
次
々
と
競

　
　

り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

威
勢
よ
く
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

いや

雲
に
隠
れ
て
見
え
な
か
っ
た

夫
婦
岩
で
の
初
日
の
出

　

1
月
1
日
の
早
朝
、
末
広
海
岸
で
『
夫

婦
岩
初
日
の
出
体
感
』
が
厚
岸
観
光
協
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

水
平
線
の
上
に
厚
い
雲
が
か
か
り
、
日
の

出
時
刻
の
6
時
53
分
を
過
ぎ
て
も
日
の
出

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
末
広
公
民
館
で
は
、
夫
婦
岩
の
写

真
展
や
夫
婦
岩
の
鳥
居
と
し
め
縄
に
つ
い

て
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
甘
酒
な
ど
の

暖
か
い
飲
み
物
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
門
出
に
百
十
八
人
が
出
席

　

1
月
5
日
、
真
龍
小
学
校
体
育
館
で
成

人
式
が
行
わ
れ
、
対
象
者
1
6
6
人
う
ち

1
1
8
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
教
育
委
員
会
の
渡
辺
優
教
育
委

　
　
　
　

員
長
を
は
じ
め
、
若
狹
靖
町
長

　
　
　
　

や
南
谷
健
町
議
会
議
長
か
ら
新

　
　
　
　

成
人
に
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

　
　
　
　

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

新
成
人
を
代
表
し
て
石
原
明

　
　
　
　

香
さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
読
し
、

　
　
　
　

そ
の
後
、
山
本
大
夢
さ
ん
と
中

　
　
　
　

村
沙
矢
香
さ
ん
が
「
新
た
な
自

　
　
　
　

覚
と
責
任
を
持
ち
、
自
立
し
た

　
　
　
　

社
会
人
と
し
て
の
人
生
を
ま
い

　
　
　
　

進
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

　
　
　
　

述
べ
、
笹
渕
太
一
郎
さ
ん
が
交

　
　
　
　

通
安
全
宣
言
を
読
み
上
げ
、
最

　
　
　
　

後
に
出
席
者
全
員
で
記
念
撮
影

　
　
　
　

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

式
の
後
に
開
か
れ
た
記
念
祝

　
　
　
　

賀
会
で
は
、
お
互
い
の
近
況
を

　
　
　
　

報
告
し
あ
う
な
ど
、
楽
し
い
時

　
　
　
　

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

新春の幕開けを祝う
交礼会で決意を新たに
　 1年の幕開けを祝う町主催の新年
交礼会が 1月 5日、各界の代表者や
町民ら120人が参加して町内のホテ
ルで開催されました。
　若狹靖町長は「厚岸の個性を最大
限に発揮しながら、新たな分権時代
に向けて地方自治の可能性を拓いて
行かなければなりません。将来に向
かってのまちづくりの姿を町民皆さ
んで描いていくことが大切。この町
に住んでよかったと町民の皆さんが
実感できる厚岸町の実現に向けて全
力を注ぎたい」と新年にあたっての
あいさつを述べました。
　続いて南谷健町議会議長が「町民
の皆さんの目線に立ってしっかり議
論を重ねてまいりたい。皆さんと共
に考え、元気な厚岸のまちづくりに頑
張りましょう」と祝辞を寄せました。
　出席者らは、年始のあいさつを交
わしながら、新年にかける思いや希
望など、決意を新たにしていました。

ひら


